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１．前文 
 
 
 
 
 
 

 
 
●豊田市 

わたくしたちのまち豊田市は、これまで培ってきたかけがえのない多様な地域性を生かし合いなが

ら、都市と農山村とが共生するまちづくりを進めています。このまちで、わたくしたちは、豊田市民の誓

いをみちしるべとしながら、共に学び、共に働き、安心して豊かに暮らしたいと願っています。 
これからも、子どもから高齢者までのだれもがまちづくりの担い手となって、共働によるまちづくりを

推進し、自立した地域社会の実現を目指すことを自治の基本理念におき、ここに豊田市まちづくり基

本条例を制定します。 
 

●大和市 
大和市の市民、市議会及び市長は、これまでそれぞれの立場で理想を追求することで、地域社会の

発展に努めてきました。 
２１世紀を迎えた今日、先人が積み重ねてきた歴史、培ってきた文化、守り育ててきたかけがえのな

い自然などの貴重な財産を次世代に引き継ぎ、多様で個性豊かな地域社会を実現していくために

は、自治の担い手である私たち市民、市議会及び市長は、英知を結集し、役割を分担し、それぞれの

責任を果たし、そして協力していかなければなりません。 
そのために、日本国憲法で保障された地方自治の本旨にのっとり、市民とその信託を受けた市議

会、市長との間で、将来にわたり共有すべき考え方や自治を実現していくための仕組みを自ら定める

ことが必要です。 
「大きく和する」という願いをその名に込めた大和市では、市民一人ひとりが個人として尊重されるこ

と及び自らの意思と責任に基づいて自己決定することを自治の基本理念とし、安全で安心して暮らせ

る社会の実現に向けて努力を重ねていかなければなりません。 
ここに私たちは、大和市における自治の基本理念を共有し、自治の更なる進展のために自治基本

条例を制定します。 
 

●飯田市 
わたくしたちの住む飯田市は、美しい自然に恵まれ、地域の風土に根付いた伝統や文化に支えられ

た人情豊かなまちとして知られ、伊那谷の中心都市として躍進しています。 
わたくしたちは、これまで互いに助け合い協力し、特色のある地域活動やまちづくりを実践してきまし

た。 
わたくしたちは、分権型社会や少子高齢社会の到来により、社会構造が大きく変化する中で、まちづ

くりに進んで参加する「ムトス」の精神を、次の時代へ確実に引き継がなくてはなりません。 
わたくしたちは、飯田市市民憲章にうたわれた市民としての心構えと理念を尊重し、協働して、市民

が主体の住みよいまちづくりを推進するため、ここに、新たな自治の仕組みを定める飯田市自治基本

条例を制定します。 

他市事例 
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これまでのあんき会から 
●わたしたちの願い 
みんなのためになること／暮らしに役立つ／住みよい街／共に働き共に栄える／生活向上／安

全安心／将来に向かって後悔しないように／未来が明るい／規制ではなく未来への広がりを／

人と人とのつながり／つながる／たすけあい／出会い／親切／思いやり／助け合う／支えあう

環境／清らかなまち／緑・水・静けさ／女性も男性も生き生き／Happy／笑顔／明るさ／幸せを感

じる／個性／ユニークであること／ほこりに思える／市民活動／協働／市民が主役／自覚／ 

 

●安城市のいいところ・誇り 
交通が便利／安城らしい田園風景／緑道／矢作川／油ヶ淵／半場川／水がきれい／施設の

充実／行動力のある市民が多い／日本のデンマーク／やさしい人が多い／行動力のある市民

が多い／農業の歴史／農産物が豊富／農工商のバランスがよい／自動車等のものづくり／豊

か／三河万歳／共同共生の精神／明治用水／都築弥厚／古い集落と新しい町の共存／災害

が少ない／住みやすい／七夕／行政が民主的／他の市と比べて市がやる気／環境政策 
〇市民のいいところ 
温和な性格の人が多い／行政に協力的／勤勉実直／前向き／テーマごとにすごく熱心／地域

の結びつきはまだまだ残っている／いいアイデアをたくさん持っている（行政に対し） 
〇行政のいいところ 
真面目に職務をこなす／若い人が優秀／子育てしやすい／市民の声を聞く（パブリックコメント）

／市長が市民に近いところにいる／文化への理解がある／行政の窓口がオープン 
〇議会のいいところ 
若い人も多く考え方が柔軟／職務に専念している人が多い／行政をチェックしている 
●めざすまちの将来像 
交通事故・犯罪のないまち／街夜でも安心して出歩ける／安心安全な街／災害や犯罪、様々な

面における安全の確保／活気のある商店街／ライフラインの整備・福祉・医療・公共施設の整備

／交通環境のととのったまち／高齢者・若者・男女・異文化・障害者などがかきねをこえてつな

がる／大人・子どもが明るく笑顔で対話・挨拶が出来る／持続可能な発展する街づくり／人口の

増加／農工商バランスのとれた街づくり／農業と都市の調和のとれた町づくり／田んぼを含めた

農地の有効利用／この土地・風土に合った適正な人口規ボのまちづくり／田舎であること 過剰

な都市開発による都市化の停止／土地に光が射すこと／緑いっぱいの町 大きな木が街路樹と

して有る町／緑ゆたかな自然をのこす、増やす／自然を残し、保全して孫の代まで残す／安城市

の２１世紀のまちづくりは環境を中心に考えなければならない／安城らしい風景を守る （田園風

景、いちじくなど）／のんびりした風景が残る身近に自然がある「まち」  
●めざす自治・自治体像 
安城独自の自治の精神／自助・共助・公助が施されたまちづくり／能動的自治／地域力を高め

る／住民が自分達で問題解決するまち／市民でできることは自分達でできるような町／市民が

自治を自覚して行動する／住民と行政、団体が良く話し合う／市民の知恵と汗を政策に反映で

きるまち／住民が互いに協力しあい共に栄えるまち／透明性・説明責任 など 
 



条例づくりの手引き（補足版） 

 - 3 - 

２．条例の目的 
 
 

 
 
●豊田市 
 （目的） 第１条 

この条例は、前文に掲げた自治の基本理念にのっとり、本市のまちづくりの基本的な原則

を確認し、市民の権利及び責務並びに議会及び執行機関の責務を明らかにするとともに、

参画と共働及び市政経営の基本事項を定めることにより、市民による自治の確立を図り、も

って自立した地域社会の実現を図ることを目的とします。 
 
●大和市 
 （目的） 第１条 
この条例は、前文に掲げた自治の基本理念にのっとり、本市における自治の基本原則並び

に市民の権利及び責務、市議会及び市長の責務並びに行政運営の原則を定めることによ

り、自治の進展を図り、もって自立した地域社会を実現することを目的とする。 
 
●飯田市 
 （目的） 第１条 

この条例は、本市の自治の基本的な原則及びまちづくりに関する市民、市議会及び市の

執行機関の役割を明らかにするとともに、市政運営についての基本的な指針を定めることに

より、市民が主体のまちづくりを協働して推進することを目的とします。 

他市事例 

・市のルールとして根付くこと 
・市民が納得して守れる条例 
・共有共感できるまち 
・歴史にとぼしいのでこれから日本を代表するバランスの良い行政区になる様に！ 
・他市の模倣ではなく、耳障りのよい美辞麗句を並べただけのものでなく、理念だけでな

「実」（じつ）のある条例 

・共生共助の精神を具現化すること 

・役割分担 それぞれに出来ることを出し合いながらまちづくりを進めましょう 

・自覚 市民・行政・議会が自分の立場を認識 

・協働 従来の町内会と新住民の市民団体 NPO が共に参画できる条例であること 

・地域にはさまざまな問題があるけど、それに対向するのは地域の人。地域の体力や知

力、連帯力をたかめるきっかけになっていけたらいいかな 

・条例？ なぜ条例かを考えてみたい 

・地方自治は本来の国民（市民）主権であることを前提とし、市民のための基本条例を作

ること 

・自治基本条例とは「住民による自治体行政、議会の役割、そして住民自身の責務と権利

の定義」 

・自治・分権の必要性を強く認識した 
・地方分権の流れ、背景から自治基本条例の必要性が理解できました 
 

これまでのあんき会から 
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３．用語の定義 
 

・何故「行政」「議会」「市民」を別々なものとして捉えるのか？ 

行政マンも市民だし、議員も市民であるし、市民が選んだ議員がルールを定め、それに

基づき事務をするのが行政マン。初めから皆「安城市」を動かす人達なのになぁ 

・松下さんは「市民」という語句を使用しているが、「住民」という語句とはニュアンス(意味、

定義)が異なるように思えますが 

これまでのあんき会から 

 
 
●豊田市 
 （定義） 第２条 

１、この条例において「市民」とは、市内に居住し、通勤し、又は通学する個人及び市内におい

て事業若しくは活動を行う個人又は法人その他の団体をいいます。 

２、この条例において「執行機関」とは、市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、公

平委員会、農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいいます。 
 
●大和市 
 （定義） 第３条 

１、この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 
(１)市民  市内に居住する者、市内で働く者、学ぶ者、活動するもの、事業を営むもの等をい

う。 
(２)執行機関  市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、農業委員会

及び固定資産評価審査委員会をいう。 
(３)市  住民、市議会及び執行機関によって構成され、市民に対して地域における行政を自

主的かつ総合的に実施する役割を担う自治体をいう。 
(４)協働  市民、市議会及び執行機関が、自主性を尊重し対等な立場で相互に補完し、協力

することをいう。 
 

●飯田市 
 （用語の定義） 第３条 

１、この条例において使用する用語の意義は、次のとおりとします。 

(１)市民 市内に住所を有する人(以下「住民」といいます。)、市内で働き、若しくは学ぶ人又は

市内において活動する人若しくは団体をいいます。 

(２)市民組織 市民により自主的に形成され、まちづくりのために、互いに協力し多様な活動を

行う組織をいいます。 

(３)事業者 市内で、事業を営む個人及び法人その他の団体をいいます。 

(４)市 市議会及び市の執行機関で構成する地方公共団体をいいます。 

(５)市の執行機関 市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、農業委員

会及び固定資産評価審査委員をいいます。 
(６)まちづくり 「ムトス」の言葉に象徴される、まちを活気のある明るく住みよくするための事業

や活動を総称します。 

(７)自治 市民が市政に参加し、その意思と責任に基づき市政が行われることのほか、地域の

公共的活動を自ら担い、主体的にまちづくりを推進することをいいます。 

(８)協働 まちづくりのために、市民と市とが情報を共有し、それぞれの役割を担いながら対等

の立場で協力し、共に考え行動することをいいます。 

他市事例 



条例づくりの手引き（補足版） 

 - 5 - 

４．条例の位置づけ 
 

 

●豊田市 
(この条例の位置付け) 第３条 

１、市は、他の条例、規則等の制定及び改正に当たっては、この条例の趣旨を尊重し、この条

例との整合を図ります。 

(条例の制定及び法令の活用)第２６条 

１、市は、政策等を推進するため、必要な条例、規則等を制定するとともに、執行機関は、法

令の解釈及び運用に当たっては、この条例の趣旨にのっとり、市民の福祉の増進を目的

に行うよう努めます。 

 

●大和市 
 （最高規範性） 第２条 

１、この条例は、市が定める最高規範であり、市は、他の条例等の制定及び改廃に当たって

は、この条例の内容を尊重し、この条例に適合させなければならない。 
 
●飯田市 
 （条例の位置付け） 第２条 

１、この条例は、自治及び市政に関する基本的な原則を定めた最高規範であり、市民及び市

は、この条例を誠実に遵守するものとします。 

２、市は、条例、規則等を解釈し、又は制定、改廃する場合には、この条例の趣旨を尊重し、こ

の条例に定める事項との整合性を図ります。 

３、市は、基本構想等の計画の策定、政策の立案及び実施に当たっては、この条例の趣旨を

尊重し、この条例に定める事項との整合性を図ります。 

他市事例 

・条例と国の法令との関係、上乗せ条令、横出し条令 

・基本条例と既存条例の優越性について 

・自治基本条例に最高規範を盛り込む場合があるが、条例に上位・下位、差があるのか 

・憲法 94 条…法律の範囲内で… 

・上乗せ条令・横出し条令どこまで可能かは、判例で判断していくしかないのかな 

・市民憲章というのは理想の姿。基本計画は執行中。その次に、自治基本条例が出て来て、

自治基本条例に基づいて基本計画が変わっていかなきゃいかん、という考え方ですよね 
・「市民憲章」というと憲法の上とか思うかもしれませんけど、内容はあくまでも市民がこうしま

しょうよという約束事だと思う 

これまでのあんき会から 
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５．自治の基本原則 

 
 
 
 

 
 
●豊田市 
（市政への参画) 第４条 

１、執行機関は、政策等の立案、実施又は評価のそれぞれの過程において、市民の参画を図らなけ

ればなりません。 

(共働によるまちづくり) 第５条 

１、市民及び市は、共通の目的を実現するために、互いの立場を尊重し、対等な関係に立って、共に

まちづくりを推進することに努めるものとします。 

(情報の共有) 第６条  

１、市は、市が保有する情報について、市民との共有に努めなければなりません。 
 
●大和市 
（参加及び協働の原則） 第４条 
１、市民、市議会及び執行機関は、自治を推進するため、それぞれの責務に基づいて参加し、協働す

ることを原則とする。 
（情報共有の原則） 第５条 
１、市民、市議会及び執行機関は、情報を共有することを原則とする。 
（法令の自主解釈） 第６条  
１、市は、地方自治の本旨及び自治の基本理念にのっとり、自主的に法令の解釈及び運用を行うこと

を原則とする。 
（財政自治の原則） 第７条 
１、市は、自立した自治体運営を行うため、自らの判断と責任において、財源を確保し、使途を決定す

る財政自治を原則とする。 
（対等及び協力の原則） 第８条 
１、市は、自らの判断と責任において、国及び神奈川県と対等の立場で、協力することを原則とする。 
 
●飯田市 
（自治の基本原則) 第４条 

１、市民と市とは、この章に掲げる自治の原則に基づき、協働して自治を推進するものとします。 

（市民主体の原則) 第５条 

１、まちづくりは、市民一人ひとりが主体となり、市民相互及び市と協調することにより推進します。 

２、市民は、地域社会の一員として尊重され、その個性や能力を十分発揮することができます。 

（情報共有の原則) 第６条 

１、まちづくりは、市政についての情報が市民に公開され、市民が市政について意見を提出し、その情

報や意見を市民と市とが共有することにより推進します。 

（参加協働の原則） 第７条  

１、まちづくりは、市民に市政への多様な参加の場と機会とが保障され、市民と市とが適切に役割分

担し、協働することにより推進します。 
 

他市事例 
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・協働 みんなでつくるみんなの思いを一つに。環境首都をめざして 
・役割分担 それぞれに出来ることを出し合いながらまちづくりを進めましょう 
・自覚  
・市民が主役 行政と市民との円滑な協働 
・住民主体の地方行政（市役所）  

・住民と行政、団体が良く話し合う事 

・行政・市民の 2 極化の考えをなくす→協働 

・地方自治は本来の国民（市民）主権であることを前提とし、市民のための基本条例を作ること 

・地自法に規定されている「自治責任」の原理原則が今の安城市に足りているのか？いないのか？

これをもっと掘りさげてみたいかと 

・ガバナンス 地方政府、住民、企業、NPO、NGOなどが共同、協働、対応しつつ、権力を分有して、

政治を行う状況地方政府だけでなく、いろいろな人達が関わっていくこと 

・公益性 住民（市民）広く公開、広く参加して議論され、合意を得て形成される 

・透明性・説明責任 これからのまちづくりは全て市民の判断ができ、共感をもってやっていかない

とできないと思います。 
・意見交換ができること・自分の意見を持つこと 
・自治基本条例とは、住民による自治体行政、議会の役割、そして住民自身の責務と権利の定義 

これまでのあんき会から 
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６．市民の権利 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●豊田市 
(市民の権利) 第８条 

１、市民は、まちづくりの担い手として次に掲げることができます。 

(１)市政に参画すること 

(２)市政に関する情報を知ること。 

２、市民は、行政サービスを受けることができます。 
 
●大和市 

（市民の権利） 第９条  
１、市民は、個人として尊重され、快適な環境において安全で安心な生活を営む権利を有す

る。 
２、市民は、執行機関が行う政策の形成、執行、評価及び政策の形成への反映（以下「政策

形成等」という。）の過程に参加する権利を有する。 
３、市民は、市議会及び執行機関が保有する情報を知る権利を有する。 
４、市民は、執行機関が行う行政サービスを受けることができる。 

 
●飯田市 

（市民の権利） 第８条  

１、市民は、まちづくりの主体として、まちづくりに参加する権利を有します。 

２、市民は、市政に関する計画や政策の立案段階から参加する権利を有し、意見を述べるこ

とができます。 

３、市民は、市政についての情報を知る権利を有し、市に対し市が保有する情報の公開を求

めることができます。 

他市事例 

・意見交換ができること ・市民が主役 市民が決める 

・能動的自治 市民が積極的に自治に参加できるまちづくり 

・市民主体による公益 

・明るく・楽しく・長くすごすことができるように期待したい 

・幼児から老人までが安心して生活できる条例 ・子供の権利 

・子どもから高齢者まですみよいまちになる  

・子ども～お年寄りまで元気に暮らせるまち 

・身障者のバリアフリーをつくりたい ・障害者にとって住みやすいまち 

・障害のある人もどんどんでて交流できるまち ・弱者の暮らしやすいまち 

・地方分権を推し進めると住民の権限と責務が増大する事になる 

・一人を大切に！ ・みんなが笑顔ですごせる町 

・Happy みんなが幸せになる条例 ・笑顔 安城市民が笑顔になるような 

・幸せを感じる 格差があっても誰でも共通する想い。それは幸せを感じる感性だと思うから

基本条例の理念としたい 

これまでのあんき会から
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７．市民の役割と責務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
￥ 

他市事例 
●豊田市 

(市民の責務) 第９条 

１、市民は、公共の利益及び地域社会の発展に寄与するよう努めるものとします。 

２、市民は、市民の活動を互いに尊重し、自らの発言と行動に責任を持つものとします。 

３、市民は、行政サービスに伴う負担を分任するものとします。 

４、市内において事業を行う者は、居住環境に配慮し、地域社会との調和を図り、安心して住める

まちづくりに寄与するよう努めるものとします。 
 
●大和市 
 （市民の責務） 第１０条 

１、市民は、自治の主体であることを自覚し、互いに尊重し、協力して、自治を推進する責務を有す

る 
２、市民は、政策形成等の過程に参加するに当たっては、自らの発言と行動に責任を持たなけれ

ばならない。 
３、市民は、行政サービスに伴う負担を分任しなければならない。 

 
●飯田市 

(市民の役割) 第９条 
１、市民は、まちづくりの主体として、市と協働し、地域社会の発展に寄与するよう努めます。 
２、市民は、互いの活動を尊重し、自らの発言と行動に責任を持つものとします。 
(事業者の役割) 第１０条 
１、事業者は、地域社会の一員として、地域社会との調和を図るとともに、従業員の行う地域活動

にも配意し、まちづくりに寄与するものとします。 

これまでのあんき会から 
・自覚 市民・行政・議会が自分の立場を認識 ・市民が自治を自覚して行動する 

・市民が主役として市政に間接民主主義から参画する責任を持ち行動する 

・私ができることさがし 安城市が何をしてもらいたいかでなく、私が安城市に何ができるか 

・市役所に仲介、解決を求める前に、今一度「自分たちで見直せるところ」を探って頂くとよい 

・コツコツ運動、小さいこと・出来ることから始める 

・自助 自分のことは自分で ・自分のスキルを行政に提案してはどうか 

・（市民、行政、議会）コミュニケーションを良くする（深める） 

・市の主役である市民・市民グループ・NPO と行政がお互いの不足する部分を補完しながら

行政運営を行う 

・行政やまちづくりに関心のない人が多いので関心を持って 

・私たちのまちにもっと関心を持とう ・色々なことに関心を持つ（興味をもつ） 

・市民に行政、議会に無関心な人がまだまだいる 

・わがままを言う者が多い（地元優先） ・行政を理解してほしい  

・市民が地元の利害を考え、市全体の視野にかける 

・用件がわかりやすいといいです ・行政・市民の 2 極化の考えをなくそう 

・一方的に話すのでなく、職員の話もきいてほしい 

・「お互いさま」と相手を思いやれるとよい ・行政を信頼してもいい 

・全ての人があなたのように出来る人じゃないことに気付いて欲しい 

・マニアすぎて自分のテーマ以外みとめない人はもっと他のこともみとめて 
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８．議会の役割と責務 
 

●豊田市 
(議会の責務) 第１０条 

１、議会は、直接選挙により選ばれた代表者である議員によって構成される意思決定機関で

あることから、市民の意思が市政に反映されるよう努めます。 

２、議会は、市政経営が適正に行われるよう調査し、監視機能、政策立案機能等を果たします。

(議員の責務) 第１１条 

１、議員は、自らの役割と責務を認識し、公正かつ誠実に職務を遂行します。 
 
●大和市 
（市議会の責務） 第１３条  

１、市議会は、自治の基本理念にのっとり、その権限を行使し、自治を推進しなければならない。 
２、市議会は、市民に対して、開かれた議会運営を行い、説明し、及び応答する責務を有する。 
３、市議会は、保有する個人情報を保護し、及び保有する情報を原則として公開しなければな

らない。 
（市議会議員の責務） 第１４条  

１、市議会議員は、自治の基本理念にのっとり、市議会が前条に規定する事項を実現するよ

う、誠実に職務を執行しなければならない。 
 

●飯田市 
(市議会の責務) 第２２条 

１、市議会は、市民の代表機関として、市という団体の意思決定機関であり、法律若しくはこれに基づく政令又

は条例の定めるところにより議決の権限を行使し、市民の意思が的確に反映されるよう活動します。 

２、市議会は、市の執行機関の活動を監視、評価することにより、適正な行政運営の確保に努めます。 

３、市議会は、政策の立案、提言の内容の充実を図るための調査研究活動に努めます。 

(開かれた議会運営) 第２３条  

１、市議会は、市議会が保有する情報を公開するとともに、会議及び委員会等を公開し、並びに議会活動に

ついて市民に説明することにより、市民との情報の共有に努めます。 

２、市議会は、市民の意見を聞くため議会活動への市民参加を推進し、市民に開かれた議会運営に努めま

す。 

(市議会議長の責務)  第２４条  

１、市議会議長は、市議会を代表し、公正中立に職務を遂行するとともに、円滑かつ効率的な議会運営を図る

よう努めます。 

２、市議会議長は、市議会に関する事務を統一的に処理するため、議会事務局の職員を適切に指揮監督し、

職員の能力の向上を図るよう努めます。 

(市議会議員の責務) 第２５条 

１、市議会議員は、市民の意向把握や情報収集に努め、市民全体の利益を優先して政策提言を行います。 

２、市議会議員は、政治倫理の確立に努め、公正かつ誠実に責務を遂行し、市民の負託にこたえます。 

３、市議会議員は、市議会の役割及び責務を自覚し、その誠実な遂行のため自己研鑽に努めます。 

(政策の調査、審議のための機関) 第２６条 

１、市議会は、政策の調査、立案のために必要な専門的事項に係る調査、審議を、学識経験を有する者等に

求めることができます。 

２、市議会は、前項の学識経験を有する者等の指定に当たっては、市民の多様な意見が反映されるようにし

ます。 

(市議会事務局職員の責務) 第２７条 

１、市議会事務局職員は、市議会の持つ権能が十分発揮されるよう、全力をあげて市議会の活動を補佐しま

す。 

２、市議会事務局職員は、職務の遂行に必要な知識と能力の向上に努めます。 

他市事例 
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・自覚 市民・行政・議会が自分の立場を認識 
・市民、行政、議会との関係をもっと密に 
・議会基本条例 
・行政 ・議会・行政（団体）の首をしめるような基本条例は作らない 

・市民・議会・行政がなか良く（話し合う）市政を運営する事 

・（市民、行政、議会）コミュニケーションを良くする（深める） 

・議員を減らし責任を持たせ、活動報告を行う ）議会 

・議会も移動式に各中学校単位で対話を進めてはどうか 

・議会と市民との交流→「まちかど市議会」公民館又は町内会 

・市民との距離を近くすると良い 

・地域の実情を踏まえた質問が少ないと思う 

・議員さん、有力者だけでなく、住民の声も聞いてください 

・意見の吸い上げ方をもっと考えて欲しい 

・議会運営の情報が少ない 

・議会に公聴会制度を、そしてもっと情報公開を！ 

・議員一人一人の活動報告がない（議員さんがもっと近いと良い） 

・議会運営の情報公開、これ一つだけ 

・議員が何をしているか分からない（市民に報告がない） 

・議員さん、もっと勉強してください（ドブ板はもうあいません） 

・政策提言できるよう政策勉強してほしい！ 

・議員がつくる条例が少ないように思う 

・筋書き通りに文章を読むだけ、議論に欠ける 

・議会の会期を多くして徹底的に議論し、公開してほしい 

・議会、出席具合を公開する（顔出しだけではダメ） 

・議員の報酬は現状のままに、総議員数を減らし、一人当たりの報酬を増やし、一人一人

の議員の責任を重くする 

・議員の報酬が高い 

・議員の数が多いと思う。中学校区の数だけの議員数でよいのでは 

・議会評価システム 

・もっと女性議員を 

・ＮＰＯをやっている人がギ員になるといい 

・地方分権により自治責任の増大することを考えると、現在、代表民主制ということで議員

の資質・能力等がますます重大である。議員として最低限必要要件についで資格試験等

が必要ではないか 

これまでのあんき会から



条例づくりの手引き（補足版） 

 - 12 - 

９．市長の役割と責務 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●豊田市 
(市長等の責務) 第１２条  

１、市長は、市の代表者として、市民の信託にこたえ、公正かつ誠実に市政を経営します。 

２、執行機関は、自らの判断と責任において市の事務を誠実に執行するとともに、市政の課題

に的確にこたえることができる知識と能力を持った職員の育成を図ります。 
 
●大和市 
（市長の責務） 第１５条  

１、市長は、この条例を遵守し、自治を推進しなければならない。 
２、市長は、執行機関の政策形成等が、第２章に定める自治の基本原則に従い推進されるよ

う調整しなければならない。 
３、市長は、効率的な行政運営に努めなければならない。 
４、市長は、市職員の能力向上に努めなければならない。 

 
●飯田市 
(市長の責務) 第２８乗  

１、市長は、市の代表者として公正かつ誠実に市政を運営します。 

２、市長は、自治の基本原則に基づき、市の計画及び政策の策定、実施、評価等を行いま

す。 

・市長と市民との各町の懇親会、対話集会を多くしたらどうか 
・市長は市民の身近に接し、市民の意見に耳を傾けてほしい 
・市長への手紙でちゃんと返事が返ってくる 
・議会の質問に市長がちゃんと答えている 
・市長が市民の近いところにいる（まちかど座談会） 

他市事例 

これまでのあんき会から
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１０．職員の役割と責務 
 

●豊田市 
(職員の責務) 第１３条 

１、職員は、市民全体のために働く者として、公正かつ誠実に職務を遂行します。 

２、職員は、職務に必要な専門的知識の習得及び能力向上に努めます。 

３、職員は、自らも地域の一員であることを自覚し、市民としての責務を果たすとともに、共働

によるまちづくりの推進に配慮して職務を遂行するものとします。 
 
●大和市 
（市職員の責務） 第１６条  

１、市職員は、市民全体のために働く者として、この条例を遵守し、誠実かつ公正に職務の遂

行に努めなければならない。 
２、市職員は、職務の遂行に必要な知識、技能等の向上に努めなければならない。 

 
●飯田市 
(市の執行機関の職員の責務) 第３４条 

１、市の執行機関の職員は、全体の奉仕者として、公平、公正かつ誠実に、全力をあげて職

務を遂行します。 

２、市の執行機関の職員は、職務の遂行に必要な知識と能力の向上に努めます。 

(市の執行機関の責務) 第２９条 
１、市の執行機関は、条例、予算その他の議会の議決に基づく事務及び法令、規則その他の

規程に基づく事務を適正に管理、執行します。 
 

他市事例 

・自覚 市民・行政・議会が自分の立場を認識 
・市民協働のあり方 市民・行政・議会の関係 ・市民が主役、行政はサポート役 

・議会・行政（団体）の首を〆るような基本条例は作らない  

・市民・議会・行政がなか良く（話し合う）市政を運営する事 

・（市民、行政、議会）コミュニケーションを良くする（深める） 

・守りすぎる  ・まだまだ前例を言いすぎる  

・チャレンジがあってもよい ・時代の変化に対応 

・職員が改革の気運をもってほしい  

・行政のやりたいことを押し付けられる ・市民の志を大切にしてよ 

・ありのままの市民の姿を受け入れる（受止める） 

・地域の住民と一体感を持って事業を進めたらどうか 

・職員の中に専門性をもった職員が少ない ・職務についてよく勉強している 

・職員の中に仕事に対するプロを作る必要が有るのでは 

・他のまちに比べてやさしすぎる人がたまにいるので時にはバチッと自分の意見を伝えても

らっても良いと思う 

・職員は条例に忠実だ ・土日、夜に市役所がやっていると良い 

・縦の組織業務の仕分けがはっきりしている 

・市民の相談に対し、タライ廻しをせずに解決するようにしてほしい 

これまでのあんき会から
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１１．市民参加 
 

●豊田市 
(市民の参画の推進) 第１４条 

１、執行機関は、この条及び次条に定めるもののほか、市民の多様な参画の機会を整備します。 
２、執行機関は、市の基本的な政策等の策定に当たっては、事前に案を公表して、市民の意見を

募り、それらの意見を考慮して意思決定します。 
３、執行機関は、附属機関等の委員への市民の参画を推進します。 

(市民の要望の取扱い) 第２２条 
１、執行機関は、市民の市政に関する要望等に迅速かつ誠実に応答するよう努めます。 
  

●大和市 
（運営原則）第１８条 

３、執行機関は、政策形成等の過程において、市民の参加を推進しなければならない。 
４、前項に規定する市民の参加について必要な事項は、別に条例で定める。 

 
●飯田市 
(協働して行う市政運営) 第１６条 

１、市は、市政に関する計画や政策の立案段階から市民の参加を促進し、市民と協働して市政運
営を行います。 

２、市は、市民の多様な参加の機会を整備し、協働のまちづくりを推進し、自治の拡充を図ります。 
(市民意見の公募) 第１７条 

１、市は、別に定めるところにより、重要な計画及び政策の策定又は変更について事前に案を公表
し、市民の意見を求めます。 

２、市は、市民から提出された意見を尊重し、意見についての考え方を公表します。 
(附属機関の委員の任命)  第１８条  

１、市の執行機関は、特定事項について審議又は調査等を行う附属機関に、市民の多様な意見が
反映されるように委員を任命します。 

(基本構想等)  第２１条  
１、市は、まちづくりの理念に基づき基本構想を定め、総合的かつ計画的な市政運営に努めます。 
２、市は、基本構想、基本計画その他市の施策の基本となる計画を策定するに当たっては、市民

参加の機会を保障します。 

他市事例 

・主体的参画 安城市民１人１人が主体的に参画してまちづくりができる安城市でありたい。 
・市民の知恵と汗を政策に反映できるまち  

・市民活動 市民でできることは自分達でできるような町にしたい 

・各種審議会に市民を選任してほしい  

・各種委員会は公選でなるべきだ 

・学校運営に市民の参加を。教育委員の公選 

・もっと市民参画を、行政運営    

・行政の市民との協働の仕組みづくり 

・住民による行政 権利、義務、理念）広く参加して議論して決める 

・市民・住民の手で、行政を行う 

・市民が主役として市政に間接民主主義から参画する責任を持ち行動する 

・議員や行政にすべて託すのではなく「住民が直接自治に関わる余地」がちゃんと用意されて

いること。だから、住民の手で自治基本条例を制定していく過程はとても重要であること 

・市民のつくるものが未熟であっても、おそれることはない 

・公共性の概念 

これまでのあんき会から 
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１２．コミュニティ（市民活動支援 含む） 
 
 

●豊田市 
(共働の推進) 第１６条 

１、市は、市民の自主的な活動を尊重するとともに、共働によるまちづくりを推進するために必

要な施策を講じます。 
(都市内分権の推進) 第１７条  

１、市は、市民による自治を拡充し、共働によるまちづくりを推進するため、地域の住民の意思

を市政に反映するとともに、地域のことは地域の住民が自ら考え実行するための施策を講

じます。 
(地域自治区の設置) 第１８条 

１、市は、都市内分権を推進するため、別に条例で定めるところにより、市長の権限に属する

事務の一部を担い地域の住民の意見を反映させつつこれを処理する地域自治区を設置し

ます。 
 
●大和市 
（地域コミュニティ） 第１２条  

１、市民は、互いに助け合い地域の課題に自ら取り組むことを目的として自主的に形成された

集団（以下この条において「地域コミュニティ」という。）が自治の担い手であることを認識

し、これを守り育てるよう努めるものとする。 
２、執行機関は、地域コミュニティの自主性及び自立性を尊重し、政策形成等を行うものとす

る。 
３、執行機関は、地域コミュニティの活動を支援することができる。 
４、市議会は、地域コミュニティの自主性及び自立性を尊重するものとする。 

 
●飯田市 
(市民組織の尊重) 第１１条 

１、市は、市民組織の自主性及び自立性を尊重し、市民組織が活動するために必要な支援を行います。 

２、市民は、市民組織がまちづくり推進の主要な担い手であることを認識し、市民組織を尊重し、守り育てるも

のとします。 

(地域自治の推進)  第１２条  

１、市は、地域の特性と自主性が生かされた、個性豊かで魅力ある地域のまちづくりを推進するため、自治の

基本原則に基づき、分権によるまちづくりの仕組みを目指します。 

(地域自治区) 第１３条  

１、市は、市民に身近な事務事業を市民の意見を反映させて処理するとともに、地域の自治を促進するため、

法律に基づく地域自治区を設けます。 

２、地域自治区に置かれる地域協議会は、地域の住民により構成され、地域の意見を調整し、協働によるま

ちづくりを推進します。 
(まちづくりのための委員会等)  第１４条 

１、市は、市民組織が地域のまちづくりに取り組むため組織する委員会等の自主的及び自立的な運営を尊重

します。 

(自治活動組織) 第１５条 

１、市民は、地域社会の一員として、自治活動組織（地域市民により形成され、まちづくりに取り組む市民組織

をいいます。)の役割について理解を深め、協力するとともに、自治活動組織への加入に努めます。 

２、市民は、可能な範囲内で、自治活動組織の活動に参加し、地域社会において個性や意欲を発揮すること

ができるものとします。 

３、自治活動組織は、地域市民の加入や参加が促進されるために必要な環境づくりに努めます。 

 

他市事例 
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これまでのあんき会から 

・「家」という単位を力強く元気なものにする 

・地域力をたかめる 地域にはさまざまな問題があるけど、それに対向するのは地域の人。

地域の体力や知力、連帯力をたかめるきっかけになっていけたらいいかな 

・住民が自分たちで問題解決するまち 

・地域の問題は住民自身で解決を 

・地域力をつける 防犯、防災、地方分税、地域のことは地域で 

・地域自治 地域の要望・提案・問題（課題）をできるだけその地域で助け合って処理できる

体制作り←これに行政がどう関わるか？ 

・市民協働の地域づくり 
・住民が互いに協力しあい共に栄えるまち 

・コミュニティーを再生する 

・今以上に地域が活性化することを期待してます！これが大切！ 
・ふれあい （特にマチ部で）近所付き合いが活発になるまち 
・自治会が機能している 
・自治会活動、町内会の楽しい行事  
・自治会運営にグループワークの手法が取り入れられた町  
・公民館にはいつも地域の人が集まって何でも話せる町にしたい  
・もっと気軽に地域の人があつまれたらいいな 
・地域の町内会にもっとしたしむ  
・地域の問題点により興味を持って頂けるとよいと思う 

・町内会にしわ寄せが多すぎる。町内会自立 ）行政 

・各町内自治を良くする。（まずはあいさつをする） 

・町内会組織を分かりやすく機能させようよ 

・中学校区で町内会が協調・協働するべし（コミュニティー作り）  

・アパート、マンション住人のコミュニティへの参画→ゴミ出し 

・町内会とマンションとの連携が× 

・共助 コミュニティと地域の連係 
・町内会のルールの明確化 

・町内会の活性化 

・町内会運営がもっと開かれるようになるとよろしいかも 

・開かれた町内会 

・自治組織が民主的 

・協働 従来の町内会と新住民の市民団体・NPO が共に参画できる条例であること 

・地域のためになる「活動」への支援策があるとよい 

・市民活動（参加）の支援条例 

・少数者も認める地域 
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１３．住民投票 
 

 

●豊田市 
(住民投票) 第１５条 

１、市長は、市政に係る重要な事項について、広く住民の意思を確認するため、条例で定める

ところにより、住民投票を実施することができます。 

２、前項の条例は、それぞれの事案に応じ、住民投票に付すべき事項、投票の手続、投票資

格要件その他住民投票の実施に必要な事項を定めるものとします。 

３、議会及び市長は、前 2 項の定めにより住民投票を実施した場合は、その結果を尊重しま

す。 
 
●大和市 
（住民投票） 第３０条 

１、市長は、市政に係る重要事項について、住民の意思を市政に反映するため、住民投票を

実施することができる。 
２、市民、市議会及び市長は、住民投票の結果を尊重しなければならない。 

（住民投票の請求等） 第３１条  
１、本市に住所を有する年齢満１６年以上の者は、市政に係る重要事項について、その総数

の３分の１以上の者の連署をもって、その代表者から市長に対して住民投票の実施を請求

することができる。 
２、市議会は、市政に係る重要事項について、議員の定数の１２分の１以上の者の賛成を得

て議員提案され、かつ、出席議員の過半数の賛成により議決したときは、市長に対して住

民投票の実施を請求することができる。 
３、市長は、市政に係る重要事項について、自ら住民投票を発議することができる。 
４、市長は、第１項又は第２項の規定による請求があったときは、住民投票を実施しなければ

ならない。 
５、住民投票の投票権を有する者は、本市に住所を有する年齢満１６年以上の者とする。 
６、住民投票について必要な事項は、別に条例で定める。 

 
●飯田市 
(住民投票) 第３５条 

１、市は、市政の特に重要な事項について、直接住民の意思を確認する必要があるときは、

市議会の議決を経て住民投票を実施することができます。 
２、市は、住民投票の結果を尊重します。 
３、住民投票の実施に関し必要な事項は、その都度条例で定めます。 
 

他市事例 

これまでのあんき会から 

・住民投票条例の制定！！ 

・住民投票条例を作り、基本条例は最終的には住民投票で承認を！！ 
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１４．情報公開・個人情報の保護 
 

 

 
 
 

・情報公開（知る権利） 
・もっと情報公開を！ 

・市民の意見・要望の取組状況を開示してほしい 

・情報の量がもっと多い方が良い 

・市民にもっと情報公開を 

・持っている情報をいいもの、悪いもの公開する 

 
 
●豊田市 
(情報の取扱い) 第１９条 

１、市は、市政に関する情報を積極的に市民に提供するよう努めます。 

２、市は、市民の知る権利を尊重し、公正で透明な市政を実現するため、別に条例で定める

ところにより、市の保有する情報を開示し、市民との情報の共有を図ります。 

３、市は、市民の権利利益を保護するため、別に条例で定めるところにより、市の保有する

個人情報を適正に取り扱います。 
 
●大和市 
（情報公開） 第２２条  

１、執行機関は、政策形成等における情報を原則として公開しなければならない。 
２、前項の規定による情報の公開に関し必要な事項は、別に条例で定める。 

（個人情報の保護） 第２３条  
１、市長は、個人情報の保護の推進のため、個人情報を取り扱うものに対し、必要な措置を

講ずるよう努めなければならない。 
２、執行機関は、その保有する個人情報を保護しなければならない。 
３、前２項に規定する個人情報の保護に関し必要な事項は、別に条例で定める。 

 
●飯田市 
(情報の公開) 第１９条 

１、市は、公正で開かれた市政の実現を図るため、市政についての情報の公開に関する総

合的な施策に基づき、積極的に情報を公開します。 

２、市は、市民の必要とする情報について、適切かつ速やかな提供に努めます。 

(個人情報の保護) 第２０条 

１、市は、市民の個人情報に関する権利を保障するとともに、個人情報を適正に管理しま

す。 

他市事例 

これまでのあんき会から 
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これまでのあんき会から 

１５．説明責任 
 

 

 
 
 

・透明性・説明責任 これからのまちづくりは全て市民の判断ができ共感をもってやってい

かないとできないと思います。 
・テレビ、新聞等で情報公開しているのに全く知らなかったり説明出来ない部署がある 

・市に備えてあるもの位は精々理解を（出来れば根拠も） 

・マニュアルどおりの説明はダメ、もっとわかりやすく説明を主旨を理解してほしい 

・施策の説明責任 
 

 
 
●豊田市 
(説明責任) 第７条  

１、執行機関は、政策等の立案、実施又は評価のそれぞれの過程において、市民に分かり

やすく説明しなければなりません。 

(財政運営)  第２１条  

２、市長は、別に条例で定めるところにより、財政に関する状況を分かりやすく公表します。 
 
●大和市 
(説明責任) 第２１条  

１、執行機関は、政策形成等に関する事項について、情報の提供に努めるとともに、市民に

わかりやすく説明しなければならない。 

２、執行機関は、市民の意見、要望、提案等に対して、速やかに応答しなければならない。 

(財政状況等の公表) 第２８条 

１、市長は、財政状況及び財産の保有状況を市民にわかりやすく公表しなければならない。 
 
●飯田市 
(説明責任) 第３１条 

１、市の執行機関は、行政運営の透明性を高めるため、市政について、市民に分かりやすく

説明する責任を果たします。 

２、市長その他の執行機関は、市議会に対して、市政に関する意思決定の過程及び行政運

営の状況を随時報告するものとします。 

(財政状況の公表)  第３３条  

２、市長は、財政状況を市民にわかりやすく公表するように努めます。 

他市事例 
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１６．市政運営・組織 
 

 

 
 
●豊田市 
(総合的な市政経営) 第２３条  

１、市は、長期的な展望に立った総合計画を策定し、総合的かつ計画的な市政経営を行います。 

２、執行機関は、市民の意向の把握に努めるとともに、互いに連携を図り、総合的な行政サ

ービスを提供します。 

３、執行機関は、地域の諸資源を最大限に活用して、最少の経費で最大の効果を挙げるよ

う市政経営を行います。 

(執行機関の組織) 第２４条 

１、執行機関の組織については、効率的かつ機動的なものとなるよう常に見直しに努めます。 

(行政手続) 第２５条  
１、執行機関は、市政経営における公正の確保と透明性の向上を図り、市民の権利利益の

保護に資するため、別に条例で定めるところにより、行政手続を適正に行います。 
(法令の遵守) 第２７条  

１、執行機関は、公正かつ民主的な市政経営を実現するため、別に条例で定めるところによ

り、法令遵守体制を構築します。 
 
●大和市 
(総合計画)  第１７条 

１、総合計画(総合的かつ計画的な行政運営を図るための基本構想及びこれを具体化する

ための計画をいう。第２６条において同じ。)は、自治の基本理念にのっとり定められなけ

ればならない。 

(運営原則)  第１８条  

１、執行機関は、行政サービスの向上のため、政策形成等が連続し、循環していくことが基

本であることを認識して、総合的かつ計画的な行政運営を行わなければ 

２、執行機関は、公正で透明性の高い開かれた行政運営を行わなければならない。 

(執行機関の組織)  第１９条  

１、執行機関の組織は、市民にわかりやすく、効率的かつ機能的なものでなければならない。 

（行政手続） 第２４条  
１、執行機関は、市民の権利利益の保護に資するため、行政処分等に関する手続を定めな

ければならない。 
２、前項の手続について必要な事項は、別に条例で定める。 

 
●飯田市 
(基本構想等) 第２１条 

１、市は、まちづくりの理念に基づき基本構想を定め、総合的かつ計画的な市政運営に努め

ます。 

・行政の効率的・効果的な運営 ・実行するのに時間がかかる 
・市民の相談に対し、タライ廻しをせずに解決するようにしてほしい 
・複数で物事に対応する（出来るだけ少人数で） ・職員組織がタテ割で無駄が多い 
・行政が縦割りで組織されているのでもっと総合的であったほうがよい 
・市内の末端まで行政がとどくように  ・行政に女性リーダー（管理職）が少ない 
・市民のニーズにあわせた窓口時間の設定  ・行政は顧客第一主義 

他市事例 

これまでのあんき会から 
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これまでのあんき会から 

１７．行政評価 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●豊田市 
(行政評価) 第２０条 

１、執行機関は、施策、事業等の成果を市民に明らかにし、効果的かつ効率的な市政経営を

行うため、行政評価を実施し、その結果を公表します。 
 
●大和市 
（行政評価） 第２０条  

１、執行機関は、客観的な行政評価を行い、その結果を公表しなければならない。 
２、前項に規定する行政評価に関し必要な事項は、別に条例で定める。 
 

●飯田市  
(行政評価)  第３２条  

１、市の執行機関は、市の施策や事務事業の執行状況を、基本構想等に基づき検証し、継続

的な見直しを行い、効果的に執行します。 

２、市の執行機関は、施策や事務事業の達成状況を公表し、市民から理解を得られる行政運

営を進めます。 

・市民の意見・要望の取組状況を開示してほしい 

他市事例 
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１８．財政運営 
 

 
 

これまでのあんき会から 

・行政の効率経営  

・行政の効率的・効果的な運営 

・行政は顧客第一主義、民間手法を取り入れて経営する（N.PM）の導入  

・事務事業を経営感覚をもって運営して欲しい 

・税金の安いまち ・税金の無いまち、夢 

・いつまでも財政豊かでいられないよ 

・職員は市民の税金を使っていることを理解して 

・行政は血税を使って余計な公共物を作るな 

・職員は市民にやとわれていることをちゃんと理解して 

 
 
●豊田市 
(財政運営)  第２１条 

１、市長は、財源を効果的かつ効率的に活用し、自主的かつ自律的な財政運営を行うことに

より、財政の健全性の確保に努めます。 

２、市長は、別に条例で定めるところにより、財政に関する状況を分かりやすく公表します。 
 
●大和市  
（財政の健全性の確保） 第２６条  

１、市長は、総合計画に基づいた財政計画を定め、財源を効率的かつ効果的に活用するこ

とにより、財政の健全性を確保するよう努めなければならない。 
（財産管理） 第２７条  

１、執行機関は、市が保有する財産の適正な管理及び効率的な運用に努めなければならな

い。 
（財政状況等の公表） 第２８条 

１、市長は、財政状況及び財産の保有状況を市民にわかりやすく公表しなければならない。 

(出資法人に対する指導等)  第２５条  

１、執行機関は、市が資本金、基本金その他これらに準ずるものの2分の1以上を出資してい

る法人に対し、当該法人の運営がこの章に定める規定の例により行われるように指導及

び助言を行うものとする。 
 
●飯田市 

(財政状況の公表) 第３３条  

１、市長は、市の財源の確保とその効率的かつ効果的な運用により、財政の健全性に努め

ます。 

２、市長は、財政状況を市民にわかりやすく公表するように努めます。 

他市事例 
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１９．他機関との連携 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●豊田市 
(国及び他の地方公共団体との連携及び協力)  第２８条  

１、市は、共通する課題を解決するため、国、愛知県及び関係地方公共団体と互いに連携を

図りながら協力するよう努めます。 
 
●大和市 
(対等及び協力の原則)  第８条  

１、市は、自らの判断と責任において、国及び神奈川県と対等の立場で、協力することを原則

とする。 

（他の自治体との連携） 第３２条  

１、 市は、共通する課題を解決するため、他の自治体と相互に連携し協力するよう努めるも

のとする。 

 

●飯田市 
 記載なし 

他市事例 

これまでのあんき会から 

・行政と団体（ＪＡ，ＪＴ、ＪＲ、ＪＲＡ等）の関係を密にすること 

・国の方針と市の方針が異なるときはどうするべきか？ 
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２０．条例の見直し・改正 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●豊田市 
記載なし 

 
●大和市 
 記載なし 
 
●飯田市 
(条例の見直し)  第３６条 
 １、市は、社会の変化に対応して、本条例が第１条の目的を達成するために必要があるとき

は、条例の見直しを行います。 

他市事例 

これまでのあんき会から 
・市民と協働でこういうものをつくっているんだよという意識を市民のみなさんに感じていただ

くことが大事。そうでないとつくったはいいけどってことになってしまう。 
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２１．その他 
 

 

 

●豊田市 
 特になし 
 
●大和市 
（子ども） 第１１条 

１、市は、子どもが健やかに育つ環境をつくる責務を有する。 
（厚木基地） 第２９条  

１、市長及び市議会は、市民の安全及び安心並びに快適な生活を守るため、厚木基地の移

転が実現するよう努めるものとする。 
２、市長及び市議会は、国や他の自治体と連携して、厚木基地に起因して生ずる航空機騒音

等の問題解決に努めなければならない。 
(委任)  第３３条 
 １、この条例の施行に関し、必要な事項は、市議会及び執行機関が別に定める。 
 
●飯田市 
 特になし 

他市事例 

これまでの市民会議から 
・ゴミ減量促進、全ゴミのリサイクル 

・環境首都を目指す安城にふさわしい自然環境景観条例が必要である 

・安城らしい風景を守る 

・自主防犯／自主防災防犯活動 

 

・条例を定めるとき、例、罰則規定も一緒に定めるべきか。でないと意味がないのでは 
 

・制定過程 「あんじょう」らしさをもった条例が総意で完成できればベストであるが、その間

の取り組みを大切にしたい。 

・理論的に分かりやすく一本芯の通ったもので安城の個性を示した条例づくり 
・他市の模倣でなく、耳触りのよい美辞麗句を並べただけのものでなく「実」（じつ）のある条

例 
・安城市民であることを自慢できる施策 




